
令和７年度 シラバス  

教  科 公民 
学科・学年 全学科 第３学年 単位数 ２単位 

教 科 書 最新政治・経済新訂版 （ 出版社名 実教出版 ） 

科  目 政治・経済 副 教 材  な  し 

科目の目標 

１ 民主主義の歴史・原理を理解する。 
２ 現代の政治・経済・国際関係の動向やしくみについて理解を深め、基本的な見識を身に付

け、主権者としての自覚を高める。 
３ 政治・経済・国際関係に関する諸問題について主体的に考察し、様々な考え方を理解する
ことにより、公正な判断力や健全な批判力を養う。 

評価の観点 知識・技術【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【主】 

趣  旨 

憲法の条文理解、経済用語の
定義、制度の仕組みの説明、
国際政治・経済の動向など、
政治・経済に関する基本的な
用語、制度、仕組みや事例な
どの知識を理解し、それらを
活用する力を育てる。 

時事問題に対する意見形成、
資料の読み取りと考察、ディ
ベートや記述問題などを通し
て、現代の諸課題の解決に向
けた選択・判断の手掛かりと
なる考え方や公共空間におけ
る基本的原理を活用し、自分
の意見を論理的に構築・表現
する力を育てる。 

国家及び社会の形成者とし
て、より良い社会の実現を視
野に、現代の諸課題を主体的
に解決しようとしている。社
会の出来事に関心を持ち、多
角的に考察しつつ自ら課題を
見つけて学びに向かう姿勢を
育てる。 

 

学
期 

学習内容 学習活動・学習のねらい 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
知 思 主 

一 

学 

期 

第１部１編  

現代日本の政治 

 

 

 

 

 

 

第１章 現代国家と民主政治 

 

第２章 日本国憲法と基本的人権 

 

第３章 日本の政治制度と政治参加 

○   
・民主国家の原理や諸制度について理

解している。 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

討論 

 
○ ○  

政治と法の意義と機能，基本的人権の

保障と法の支配，権利と義務との関

係，議会制民主主義，地方自治につい

て，現実社会の諸事象を通して理解し

ている。 

 ○ ○ 

・日本国憲法の原理について理解し、

その知識を基に、より良い社会を形成

するために必要な事柄が考察できる。 

二 

学 

期 

第１部２編 現代日本の

経済 

 

 

第１部３編 現代日本に

おける諸課題の研究 

 

 

 

 

第２部１篇 現代の国際

政治 

 

第１章 現代の経済社会 

第２章 現代の経済社会と福祉の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 国際政治の動向と課題 

〇 〇  
・現代の経済についての概要を理解し

ている。 

定期考査 

小テスト 

ワークシート

口頭発表 

レポート 

○  〇 

・日本経済の現状を理解し、課題解決

のための方法を他者との協働学習を通

して考察することができる。 

 〇 ○ 

・取り上げた課題の解決に向けて政治

と経済とを関連させて多面的・多角的

に考察，構想し，よりよい社会の在り

方について自分の考えを説明させる。 

〇  ○ 

・国際政治の動向について理解し、現

実に起こっている国際間の諸課題の解

決方法に対して考察ができる。 

三 

学 

期 

第２部２編 現代の国際

経済 
第１章 国際経済理論 
 
第２章 国際経済の動向と課題 
 

○   

・国際収支や外国為替市場などで使用

される基本的な用語や概念を理解して

いる。 

定期考査 

小テスト 

ワークシート

レポート 

〇  〇 

・国際経済の動向について理解し、諸

課題の解決方法と今後の展望について

考察ができる。 



○社会に参画する際の選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論、公共的な空間における基本的原理を理解する。○現実社

会の諸課題に対する具体的な主題を設定し、政治や経済などのシステムの下で活動するための必要な知識・技能、思考力、判断

力、表現力を身に付ける。○持続可能な社会を築くために、社会的な見方・考え方を総合的に働かせ、課題の解決に向けて考察

し、論拠を基に自分の考えを説明、論述できるようにする。 


